
 被災者の皆様へお見舞い申し上げます。 

  

 皆さんから集まった声をお届けします。 

 震災から２か月あまり、子供達の元気な笑い声も響くようになりました。 

 今、皆さんが思っている事は何か？色々な場所で声を拾ってみました。 
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■農家の先生と子供達。 子供達は、ドロドロになりながら、体で自然を感じて、大笑い。 

 最後は、ホースの冷たい水で体を洗い、「お日様あったかい♪」と言っていたのが印象的でした。 
 

吉田小学校では、地域全体で子育てを進める協働の時間があり、農家の先生、お裁縫の先生、ボランティアの先生、

読み聞かせの先生、など、地域の人々が先生になって、子供達を育んでくれています。 

  
吉田小学校避難所で生活している長瀞小学校の子供達28名は、 

今までのお友達と、ずっと一緒に勉強したいという 

気持ちが強く、元気いっぱい、毎日2.5 kmの道を先生と 

一緒に歩いて通学しています。 

 授業終了時間が違う日は、2回に分けて下校しています。 

                    ★みなさまの温かいご支援、ありがとうございました。★ 
  

  子供達の通学用雨具の寄付にご協力頂きまして、ありがとうございました。 

  吉田西部地区への回覧板と、亘理小学校、ＦＭあおぞら、での呼びかけにより、傘、レインコート、 

  長靴等が 合計６９２ 点 集まりました。これらは、長瀞小学校、避難所で暮らす子供達、山元町 

  坂本支所を通じて被災した中浜小学校の子供達に、お届け致しました。 

 

 「 チラシを見たよ。」 と、多くの方から問合せがあり、感謝の気持ちでいっぱいです。 

  本当にありがとうございました。これからも、支援が必要な方がたくさんいます。今後もみなさまの 

  ご意見・ご要望を取り入れ、活動してまいりたいと思いますので、ご協力よろしくお願い致します。 



                        み ん な の 声 

  在宅避難者のみなさんの声を伺いました    

■在宅避難者へ支援をして欲しい。 

■まちづくり協議会で、支援物資を集めたり配布したりしてはどうか。 

■まちづくり協議会は、東部・西部にこだわらず活動してみてはどうか。  

■津波で被災した家に住み続けているが、壊すべきかここに住み続けるか多くの人が悩んでいる。 

 

■家は残っているが、水道や電気が使えないので帰れない。 

   生きていくのも辛くて死を考える事がある。  

 安心出来る我が家に早く帰りたい。 （９０代 男性） 
 

■４月に来た時よりも、笑顔の人が増えたと思います。 

 救護室が子供達の遊び場になり、 みんな兄弟のように 

 仲良く笑顔で遊んでいます。子供達が元気に遊んで 

 いる姿を見て大人も笑顔になっていると感じました。 

 救護スタッフの中には、帰宅後、悲しい思いを引きずり 

 バラエティ番組が見れなくなったりした人もいました。 

 笑顔の感染は良いですね。            （30代 救護スタッフ） 
 

■余震が続く中、子供達が目の前の吉田小学校に転校出来たら 

 安心と思いました。でも、長瀞小学校のお友達と離れ離れに 

 なるのは嫌だという子供達の気持ちを優先させる事にしました。 

 子供達の心も守ってあげたいと思いました。 （３０代 女性） 
 

■子供達は一見元気に見えますが、心の傷が心配です。阪神淡路大震災の時、PTSDなどの心の病は 

 2年後位に一番多くなったそうです。今のうちの心のケアが必要だと思います  （吉田小学校 教頭先生） 

■メディアに取り上げられる回数は減ってきていますが、 

 東日本大震災の事は、絶対に忘れてはいけないと思います。 
 

 私の住む柴田町は震災の被害も少なかったのですが、子供達を学校に 

   預ける親として自分からも声をあげて、学校側と話し合い、子供達の 

   安全と安心を守って行きたいと思うようになりました。 
 

  この前、名取の知り合いから通学用に子供達が使う傘が無いと聞き、

 自分の子供が通う小学校の校長先生に相談しました。すぐに学校側は、

 その事を父兄に一斉にメール配信し、父兄の方々から予想を上回る 

 傘が集まりました。 
 

  『子供達のために何かしよう！』 と声を上げれば、先生も父兄も皆 

 考え、答えて頂ける。その時そう思いました。（柴田町：中川さん） 

柴田町：中川さん＆角田市:橋本さん 

  ボランティアさんの声   

  吉田小学校避難所での声   



公開期間：5月9日～8月上旬 
 

公開時間：午前10時～午後3時 

拾得物の公開テントは悠里館の東、亘理町公共ゾーンにあります。 テントの中には、津波で流された

アルバムや写真、学校の卒業証書、 位牌（いはい）などがならべられ、被災者の方々が来て 自由に

思い出の品を探せるようになっています。 

 

                           

吉田東部地区と荒浜地区のまちづくり協議会の皆さん 

亘理町：遠藤さん 

テントは拾得物を綺麗にするテントと、荒浜地区 

の拾得物のテント、吉田地区の拾得物のテントに 

分けられていました。 

そのテントそれぞれに荒浜地区まちづくり協議会 

と吉田東部地区まちづくり協議会の事務局職員が 

待機しており、来場者をわかり易いように案内し 

ています。 
 

この二つのまちづくり協議会は、津波の被害に 

遭い、事務所も、 車も、自分の家もなくなった 

方もいる中、みんなのためにと頑張っています。  

 ■  元 写真部のボランティアリーダーの思い。 

 
写真扱うのは2回目です。私は高校の時、写真部で、写真を撮る側の人間だったの

で、津波で流された写真を見ていると複雑です。でも、清掃してそれで喜んでいた

だければありがたいです。 

 

ボランティア活動は10回以上、泥かきなども、吉田・荒浜・高屋など、いろいろ

な所に行きました。自分の家は亘理町内にあり、自分の家が被害が無かった方なの

で、被害があった方のために何かできたらなと、町外からボランティアさんとは違

う思いもあります。 

同じ亘理町でも、地域によっての問題点は違う。地域の人々の意見をみんなで協議してまちづくりを進めよう！ 

と出来たまちづくり協議会。私達吉田西部地区まちづくり協議会を含め、３つの協議会それぞれみんなのために 

がんばろう！という気持ちでいっぱいです。もし、まちづくり協議会のメンバーを見つけたら、気軽に話しかけ 

てください。困っている事があれば教えて下さい。一生懸命働いてくれるはずです。 

■   見つかった時は、みんな喜びの表情  

 
「見つかった！！」と声があがると、「見つかりましたか！良かったですね。」と歓声があがりました。 
 

荒浜地区まちづくり協議会の職員に、来場者が、思い出の品を見つけた時どんな表情をしている 

かと訊ねてみました。「喜び。皆さん本当に喜んで帰っていかれます。」とのこと。 
 

写真を見つけた老人は、「昨日も２つ見つかった、今日は位牌と写真がまた見つかった。 

ここにある事を隣のばあちゃんにも教えてあげないと。」とうれしそうでした。 

 

拾得物は次々運ばれて展示されるので、一度訪れて、無くても次回はあるのかも知れません。 



　

　

 
 

      

 

      
「困ったな～」と思う事があれば、お気軽に事務局職員へお話下さい。 

「いい方法はないかな～」と一緒に考えます。 
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吉田西部地区まちづくり協議会  

 今回の震災に際し、吉田西部地区の方々から、

多くの温かいご支援を頂きました。 

 震災直後の、米、みそ、水、梅干し、野菜、

などの食料品の差し入れは、町からの食糧の支

援物資が届く1週間の間、特に助かりました。 

 毛布や防寒着などは、すぐに、区長さんや班

長さんが各家庭を回って集めて下さいました。 

区としても、発電機やストーブ、座布団などを

貸し出して頂きました。 

 その後避難所に、ランドセル、防寒着、差し

入れ等を個人的に届けて下さる方も、たくさん

いらっしゃいました。 

 支援物資だけではなく、吉田小学校でペット

と暮らす人々が退去した後を、民生委員の方々

と、旭台のボランティアの方々が清掃してくだ

さいました。温かいお湯をいつも使えるように

と焚火の番をしてくださった方もいました。西

児童館の避難所の子供達のために、お風呂を貸

してくださった家もありました。 

 たくさんの方々の、いろいろな形の心あたた

まるご支援。本当にありがとうございました。 

  

 

佐藤事務局長 髙橋 渡邉 

     太齋  博志 

  警 部 補 

 東日本大震災から2か月あまりが経過し、荒浜・浜吉田地区では、がれき 

の撤去作業も進み、復興の兆しが見えてきました。 

 私も被災地や避難所で、今回の震災によって、身内の人と不慮の別れを 

された方や知人が未だに行方の分からない方、自宅の損壊を受けた方々と 

数多く接して来ました。 

 その方々の多くは、気丈にも明るく振舞い前向きな姿勢で、逆に私の方が 

勇気付けられ、警察官として行方不明者の捜索と被災地の治安維持のため 

精一杯努力しなければならないと心に刻みました。 

 復興には、まだまだ時間が掛かると思いますが、みんなで心を一つにして、 

一歩ずつでも前向きに歩んでいきたいと思います。 

 

 5月21日午前９時中央公民館にて、宮前仮設 

住宅の入居説明会と鍵の引き渡しが開催され、 

当日午後から22日にかけて徐々に入居が始まり

ました。 

 皆さん笑顔を見せながら楽しそうに荷物の搬

入をし、整理をしていました。少しでも前が見

えてきたので力を合わせてがんばりましょう。 


